




Studies on Lead Salts of Maleic Acid (V) 
Tribasic Lead Maleate as Stabilizer of Polyvinylchloride 
Kazuo MONOBE， Masamori YAMADA ， Satomi KOMORI ， 
Junichi MAKINO， Masayosi TOYOOKA . 
The thermal decomposition of polyviny1chloride (P. V. C) in the presence of tribasic lead 
maleate (PbM3PbO) as stabilizer was studied in'comparison with various commercial stabilizers 
systems. The stabilizers can be classified from the decomposi tion curves into two groups. 
Organic tin compounds are the one which combine with the unstable radicals in the polymer 
formed by the decomposion of P. V. C.. 
PbM3PbO and usual heavy metal basic salts are the other which catch the HCl evolved by 
the decomposition of P. V. C. . 
It may be contributed to the presence of maleic double bond that PbM3PbO is more active 



























































































































































で N2気流中(曲線 3)では時間の増 第2図 P.V.C.脱 HCl速度の時間的変化
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suspension polymerizationが行われ h 
る様になって不純物の量が少くなっ 心 調。
ているためと考えられる o





























する期間)を経た後の脱 HCl速度は安定剤のない場合に比べて， 大まかにいって， 略々同じ位の









































くるロ曲線 c，d， e， fの
使用安定剤の成分は次の如
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速度と時間との関係を画けば一層明瞭になるD 第 6図に 1700C， 1800 Cの場合の結果を示し
たo それによると PbM3PbO(曲線br， b2) は脱 HCl速度の時間的勾配が安定剤のない時に比較
して(曲線a)僅かに減少しているとはいえ依然として正であるのに対し，有機錫化合物を主成分
とする安定剤(曲線 Cをもって代表しておいたが d，e， fも同じ傾向)ではそれが負に変化してい


























い違いが現れている o (曲線 b.1z， CR と曲線 bs，cs)明らかに可塑剤の入った方が安定剤の効果は
著しい。これは可塑剤の入った一方が分子の運動牲がよく安定な形をとり易いためと考えられるo
曲線 bRとC}'i， 曲線 bsとCs とをみれば，硬軟何れのプレートの場合も明らかに PbS043PbO
に比べて PbM3PbOの方の安定効果(脱HCl量よりみた)が秀れていることがわかるo添字Hは
硬質， sは軟質を表わす。
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プレート試料による安定剤の比較
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